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国指定重要無形民俗文化財の「相馬野馬追」が、原

町区の雲雀ヶ原祭場地をメーンに7月23日から25日

までの日程で開催されました。
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被災自治体News

国指定重要無形民俗文化財の「相馬野馬追」が、原町区の雲雀ヶ原祭場地をメーンに7月23

日から25日までの日程で開催されました。

3日間で延べ約19万3千人の観客が見つめた戦国絵巻さながらの光景を、撮影係の写真で紹

介します。

浜通り×さんじょうライフvol.2692

次ページへ続きます

相馬野馬追特集

23７ 土

原町区の相馬太田神社と小高区の相馬小高神社、鹿島区の副大将宅、相馬市の相馬中村神社

の合わせて４カ所で出陣式が行われました。

旧相馬中村藩の宇多郷（相馬市）、北郷（鹿島区）、中ノ郷（原町区）、小高郷（小高区）、

標葉郷（双葉郡）の5郷の騎馬武者らは各郷の会場に集結し、原町区から遠い郷の順に雲雀ヶ原

祭場地に向けて出発。地元住民らの声援に応えながら進軍していました。

しねは

©City of Minamisoma



被災自治体News

次ページへ続きます

鹿島交流センター前に設営された北郷陣屋で正午から「総大将お迎え」が、雲雀ヶ原祭場地

では午後２時から「宵乗り競馬」がそれぞれ開催されました。

鹿島区では、総大将をお迎えした後、市街の県道浪江・鹿島線で御行列、鹿島区役所周辺の

真野川河川敷で北郷神旗争奪戦なども行われました。原町区では、各郷の幹部が集まる「軍者

会」が午後５時30分から旭公園で開かれました。

（つづき）

23７ 土
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被災自治体News

浜通り×さんじょうライフvol.2694

（つづき）

次ページへ続きます
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被災自治体News

24７ 日

440騎余りの騎馬武者が原町区内を行進する「お行列」が午前9時30分、原町生涯学習セン

ター「サンライフ南相馬」周辺をスタートしました。

騎馬武者は雲雀ヶ原祭場地までの約3km、野馬追通り（県道浪江・鹿島線ほか）を練り歩き

ました。

雨が降ったりやんだりする空模様でしたが、沿道は5万人以上の観客で埋まり、市内外の方が

戦国絵巻の体現する催しを堪能していました。
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次ページへ続きます
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被災自治体News

浜通り×さんじょうライフvol.2696

24７ 日

甲冑姿の騎馬武者が速さを競う「甲冑競馬」が正午から、雲雀ヶ原祭場地で開催されました。

螺役（かいやく）騎馬が1回、一般騎馬が6回の合計7レースが行われ、合わせて56騎が出走

し、一周1,000mのダートコースで競いました。

会場には、力強いひづめの音や騎馬武者の刺した旗の風切り音が響いていました。時折、雨

が降る天気でしたが、第一コーナーの外側などには多くのカメラマンが詰め掛け、シャッター

を切っていました。

次ページへ続きます
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被災自治体News

24７ 日

花火で打ち上げられた3つの神社の旗を騎馬武者が奪い合う「神旗争奪戦」が、午後1時から

雲雀ヶ原祭場地で開催されました。

参加した約270騎は馬場内を駆け回り、舞い降りる旗に向かってむちを掲げていました。神

旗を手にした武者は、軍者に所属と氏名を高らかに告げて、「羊腸の坂」を駆け上がりました。

浜通り×さんじょうライフvol.269 7

次ページへ続きます
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被災自治体News

浜通り×さんじょうライフvol.2698

24７ 日

あぜ道などにかがり火を並べ、花火を打ち上げる「火の祭」が午後７時30分から、小高区で

開催されました。

火の祭は、野馬追からがいせんする小高郷の騎馬武者を出迎えていた伝統を基に始まった行

事です。小高区は原発事故の避難区域となったため、昨年まで火の祭は避難先の原町区で再現

されていました。大部分の避難指示解除に伴い、6年ぶりに現地で再開されました。

会場の小高川西側の小高区小高周辺では、道に沿って並べられた竹から、布製の玉約2,000

個がつるされていました。点火され夕闇に点々と火の玉の明かりが浮かぶ中、4,000発花火が

打ち上げられ、夜空を彩りました。

見物会場の堤防には浴衣姿の住民や観光客らが訪れ、幻想的な光景に見入っていました。

次ページへ続きます
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被災自治体News

25７ 月

素手で捕らえた馬を神前に奉納する神事「野馬懸」が、小高区の相馬小高神社で行われま

した。

避難指示解除やJR常磐線の運行再開の影響があってか、昨年を上回る約1,800人が訪れ、

古来の名残をとどめる神事を見守りました。

螺（かい）の音を合図に、騎馬武者が裸馬3頭を1頭ずつ道路から境内に追い込みました。

「御神水（おみたらし）」に浸したさおで馬が打たれ、神馬（しんめ）が決まると、白装

束をまとった「御小人（おこびと）」約10人が一斉に飛び掛かり、捕まえた神馬を奉納しま

した。

暴れる馬に振り落とされながらも果敢に馬を捕らえようとする御小人たちに、観客は声援

や拍手を送っていました。
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3,899合 計

1国見町

南相馬市民の避難状況 ※南相馬市外に避難している人数（南相馬市HPから）

【都道府県別】 平成28年7月28日現在

都道府県 人 数 都道府県 人 数 都道府県 人 数 都道府県 人 数 都道府県 人 数

福島県 3,899 群馬県 129 愛知県 21 広島県 6 島根県 1

宮城県 1,394 北海道 67 青森県 16 大分県 5 和歌山県 -

東京都 534 長野県 65 京都府 16 三重県 4 鳥取県 -

山形県 520 山梨県 55 福井県 12 宮崎県 4 徳島県 -

茨城県 519 秋田県 47 沖縄県 12 富山県 3 高知県 -

新潟県 517 岩手県 42 岐阜県 10 香川県 3 熊本県 -

埼玉県 469 静岡県 37 滋賀県 9 愛媛県 3 鹿児島県 -

栃木県 358 石川県 29 岡山県 8 佐賀県 3 海外 10

神奈川県 294 大阪府 24 福岡県 8 山口県 2 合 計 9,473

千葉県 287 兵庫県 23 長崎県 8 奈良県 1

【福島県内市町村別】
市町村 人 数 市町村 人 数 市町村 人 数 市町村 人 数

福島市 995 喜多方市 32 大玉村 9 古殿町 5

相馬市 944 本宮市 31 磐梯町 9 泉崎村 4

いわき市 555 会津坂下町 22 棚倉町 9 広野町 4

郡山市 463 西郷村 19 三春町 9 楢葉町 3

会津若松市 176 鏡石町 16 南会津町 7 天栄村 2

新地町 167 川俣町 16 金山町 7 鮫川村 2

須賀川市 89 桑折町 14 会津美里町 6 浅川町 2

伊達市 88 猪苗代町 14 矢吹町 6 小野町 2

二本松市 86 西会津町 13 矢祭町 6

白河市 49 田村市 12 北塩原村 5

71,561人平成23年3月11日現在の人口

5.955人市内転居

14,973人

11人

10,071人

4,891人

9,473人

(5,574人)

9,473人

47,115人

3,108人

3,699人

34,353人

計

所在不明

転出

死亡（震災以外の死亡含む）

その他

計

（うち福島県外）

市外の知人宅や借上げ住宅等

市外避難者

計

市内の仮設住宅

市内の知人宅や借上げ住宅等

自宅居住

市内居住者

55,757人71,561人計

42,442人47,116人原町区

12,990人11,603人鹿島区

239人12,842人小高区

平成28年
7月28日現在の

居住者数

平成23年
3月11日現在の

人口

※平成23年3月11日以降の転入者および他市町村
からの避難者を含むため、避難の状況の市内居
住者数と合計の数が異なります。

南相馬市からのお知らせ

被災自治体News

(他市町村からの避難者 2,342人)

(7/21  9,531)
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被災自治体News

小高区内の市営住宅の募集を再開します

平成28年8月分（9月1日入居） 8月1日HP更新

問い合わせ
建設部 建築住宅課 市営住宅係（原町区内市営住宅管理担当）

0244-24-5253

小高区役所 産業建設課 建設管理係（小高区内市営住宅管理担当）
0244-44-6804

鹿島区役所 産業建設課 建設管理係（鹿島区内市営住宅管理担当）
0244-46-2116

TEL

なし

なし

浴槽・
風呂釜

あり11,400～22,30041年3DK6号棟506号室(5階)仲町団地原町2

あり18,800～36,90022年3DK3号棟303号室(3階)北長野団地原町1

駐車場家賃月額(円)築年数間取り部屋番号住宅名区№

あり

あり

あり

浴槽・
風呂釜

あり19,400～28,90021年3DKF-3-2号室(2階建)紅梅団地小高3

あり20,000～29,90018年3DKD-1-1号室(2階建)紅梅団地小高5

あり19,600～29,20020年3DKE-1-2号室(2階建)紅梅団地小高4

駐車場家賃月額(円)築年数間取り部屋番号住宅名区№

なし

浴槽・
風呂釜

あり12,300～24,20024年3DK2号棟102号室(1階)定住促進住宅鹿島6

駐車場家賃月額(円)築年数間取り部屋番号住宅名区№

TEL

TEL

市営住宅の入居者を募集します。また、今回から小高区内の市営住宅の募集を再開します。

入居資格や申し込み方法などについて詳細を確認の上、お申し込みください。

申込者が重複した場合は、抽選会を開催し入居者を決定します。

８月公募期限

８月１２日（金） ※土・日曜日、祝日を除く。

今月の抽選会は８月１７日（水）です。

入居者を公募する市営住宅

一般世帯の住宅

小高区の一般世帯の住宅

入居者を公募する定住促進住宅

問い合わせ

・入居相談や申し込みは、下記の問い合わせ先のどこでもできます。

・各住宅の内部などの詳細については、各区の管理担当にお問い合わせください。
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被災自治体News

復興公営住宅の募集および入居状況について

7月27日HP更新

福島県では、原子力災害により避難指示を受けている方が入居できる復興公営住宅を４，８９０

戸整備します。

このうち浪江町住民の方の復興公営住宅の募集および入居決定状況は次のとおりです。

復興公営住宅募集・入居決定状況 平成28年5月末現在 (単位:戸)

浪江町からのお知らせ

今後募集

募集済

2851,4182,5456581,8874,890合計

31811200120405計

-----
253

(最大280)
その他

--3903939

25252502525
桑折町

6565605661本宮市

市町
村営

2541,3372,4256581,7674,485計

--
229

(最大311)

93

(最大105)

136

(最大206)

744

(最大928)
第5期募集(募集中)

-5291,0542717831,416第4期募集(一部募集中)

2548081,0602827782,141第1期から第3期(募集済)

県営

開始決定計共用専用

浪江町浪江町(新規募集時)
県全体

入居募集

※桑折町（募集済）は、２５戸に加えて、当初桑折町民分に１０戸入居

第5期募集が最後の新規募集となります

現在行われている第５期募集をもって新規団地の募集が最終となります。

※ 第５期募集終了後、応募状況により空室がある場合は、再募集、再々募集または定期募集へ

と移行します。

避難指示解除後は申し込みできません

避難指示解除後は、避難指示が解除された区域の方は申し込みができなくなります。

次ページへ続きます
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被災自治体News

問い合わせ 生活支援課 住宅支援係 0243-62-0194、0243-62-4736TEL

浜通り×さんじょうライフvol.269 13

東京電力(株)による浪江町内家屋清掃（片付け）のお知らせ

8月1日HP更新

復興公営住宅の募集の流れ

新規募集 → 再募集 → 再々募集 → 定期募集

◆ 新規募集・・・ 新規団地の募集が、第１期から第５期の全５回に分けて行われる。

現在第5期募集中。

◆ 再 募 集・・・ 新規募集終了後、多数の空室がある場合に行われる。

◆ 再々募集・・・ 再募集終了後、多数の空室がある場合に行われる。

◆ 定期募集・・・ すでに募集が完了した住宅で、空室が生じた場合にとりまとめて定期的に行わ

れる。

※ 新規募集または再募集の応募の状況により空室がない場合は、再募集または再々募集は行

われずに募集が完了となります。募集が完了した住宅において空室が生じた場合は、定期募

集での募集となります。

次ページへ続きます

避難指示解除準備区域および居住制限区域内のご自宅について、東京電力による家屋内の

清掃（片付け）協力の申し込み受け付けが再開しました。

対象区域

避難指示解除準備区域および居住制限区域

※ 帰還困難区域は、現状では対応することができません。

対象範囲

個人宅の居住部分

実施内容

地震被害、家畜被害などにあった自宅内の片付け、不要になった家財の搬出および簡易な掃

き掃除

※ ガスボンベや薬品類については、搬出できません。

※ 電話で事前に、作業内容の確認させていただきます。また、あくまで片付けや清掃となります

ので、薬品で消毒するといった対応はいたしかねますので、ご理解をお願いします。



被災自治体News
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【申込先】

東京電力HD株式会社 福島復興本社 復興推進室

家屋清掃（片付け）お申込み専用ダイヤル

０８０-５５２７-３９５９

受付期限：平成２９年２月２８日（火）

受付時間：平日 午前９時～正午、午後１時～４時 ※土曜、日曜、祝祭日を除く。

※ この電話番号は、浪江町内の家屋清掃受付専用ダイヤルです。

賠償などのご質問については、下記のコールセンターをご利用ください。

（一般：0120-926-404 財物：0120-926-596）

清掃実施期間：平成２８年９月１日（木）～平成２９年３月３１日（金）

作業時間：午前１０時～午後３時頃 （途中休憩を含みます。）

お願い事項

清掃作業は２０人程度で１住宅１日を基本として実施します。

家屋の解体が決まっている住宅については、作業の実施はできません。

必要なものを屋内から搬出したいなど個別のご要望については、電話でご相談させていた

だきます。

作業の安全ならびに実施内容確認のため、事前に東京電力社員が現地を調査します。危険

と判断される作業や、相当な時間のかかる作業は、引き受けられない場合があります。

作業実施の際は、必ず本人またはご家族の立ち会いが必要となります。

片付けにより発生した廃棄物については、ごみ回収業者が回収します。回収されるまでの間、

敷地内への仮置きをお願いします。

除染作業や、庭木・植木の伐採、敷地外への物品運搬などは対応いたしかねますので、ご了

承願います。

国（環境省）による除染作業との兼ね合いで作業日を調整させていただくことがあります。

作業の日程が全て埋まった場合はキャンセル待ちとなり、キャンセルが出た時点でのご案内、

または、次回の実施が決定しだい改めての申し込み受け付けとなります。

問い合わせ ふるさと再生課 環境係 0240-34-0230TEL



被災自治体News

「みんなのれんらく帳」新規作成について情報提供のお願い

8月1日HP更新

町では平成２５年２月に町民同士の絆の維持のため「みんなの連絡帳」を作成し町民の皆さま

へお配りしていますが、それから３年半が経過し、住環境などに変化があった方が多いかと思い

ます。そのため今年度、新たに生活便利帳を兼ねた「みんなのれんらく帳」を作成することとなりま

した。町民の皆さまには改めて情報提供の協力をお願いします。

このれんらく帳は、浪江町民の皆さまをつなぐきっかけの一つとして活用いただきたいと考えて

います。

れんらく帳へ掲載承諾の方は、８月１日発行「広報なみえ」折り込みの承諾書に記入いただき、

同封の返信用封筒で浪江町生活支援課までご返送ください。また、広報が届いていない方につ

いては、承諾書を町ホームページから印刷していただき、お手数ですが送料ご負担の上、浪江

町生活支援課までお送りください。

※ 震災発生時（平成２３年３月１１日）に浪江町に居住されていた方が対象です。

※ 掲載を希望しない方は、記入・返送していただく必要はありません。

なお、今回れんらく帳へ掲載した内容は、当役場で認定した支援者の方へも情報提供されます

のでご了承ください。

多くの皆さまからご返送をお待ちしています。

返送期限 ８月３１日（水）必着

※ ご返送が遅れた場合、発行の遅れや掲載自体ができなくなる恐れがありますので期日までに

必ずご返送ください。

掲載に関する注意事項

1. 承諾書は、必ず掲載希望者の同意を得た上で記入し、ご返送ください。

2. 完成したれんらく帳は、浪江町民全世帯へ送付されます。管理番号を掲載するなど配布先を

特定し、悪用防止などの対策は行いますが、掲載された個人情報は、不特定多数の方が利

用することになることをご理解の上、ご返送ください。

3. れんらく帳に掲載された情報は、日頃各地で支援いただいている支援者（ＮＰＯ法人などの団

体や避難先地域の自治会など）、避難者交流会やサロン、相談会の開催通知発送などに利

用するため、情報提供されます。

新しい「みんなのれんらく帳」は【平成29年3月ごろ】発行予定です。

復興公営住宅への入居など避難先の移動を予定している方は、新しい避難先住所を記入して

ください。

※ 今回の承諾書にご記入いただいた情報は「れんらく帳」にのみ使用します。

「避難先住民届」とは別となりますのでご注意ください。

問い合わせ・郵送先
浪江町役場二本松事務所 生活支援課 避難生活支援係
〒964-0984 福島県二本松市北トロミ573

0243-62-0305TEL
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浪江町仮設商業共同店舗施設の愛称募集のお知らせ

8月1日HP更新
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町は平成２８年１０月オープンを目指し、仮設の商業共同店舗施設の建設を進めています。

この施設は、浪江町に帰町する方々にとっての買い物環境向上のために整備しているもので、

食材や雑貨などの小売店や、飲食店、クリーニング、コインランドリーといった店舗が入居開店す

る予定です。

また、広場を設け、交流の場として利用いただけるほか、イベントの開催も予定されています。

この施設を、浪江町に帰ってこられた方々が集い、親しんでもらえる場所としていただくために、

町民の皆さまから愛称を募集します。奮ってご応募ください。

仮設商業共同店舗施設の概要

■入居店舗

小売店 ４店舗（生鮮・食料品、金物、雑貨など）

飲食店 ４店舗（なみえ焼そば、海鮮・和食、定食、喫茶）

サービス業 ２店舗（クリーニング取次、コインランドリー）

■建設場所

浪江町役場本庁舎の南側（一部役場敷地内）

応募資格

浪江町に住民票のある方または浪江町出身の方

応募方法

(1) 愛称

(2) コメント（愛称に込めた意味やアピールポイントなど５０字以内）

(3) 住所（現在の避難先および浪江町の住所・出身地の大字名）

(4) 氏名 (5) 年齢 (6) 電話番号

を記載の上、官製はがきによる郵送、Eメール、窓口への持参のいずれかの方法で応募ください。

募集期限

８月１５日(月) 必着

決定方法

応募された候補から、タブレット（なみえ新聞）を用いて浪江町民による人気投票を行い、人気

上位のものの中から関係者で協議し、決定します。

表彰

優秀賞１人、佳作賞３人

※ 賞状と副賞の授与を予定しています。これらの授与式を当施設のオープニングイベントで行う

予定です。

問い合わせ・応募先
浪江町役場 産業振興課 商工労働係
〒979-1592 福島県双葉郡浪江町大字幾世橋字六反田7-2

0243-62-0305
namie15010@town.namie.lg.jp

TEL

E-mail
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請戸漁港の復旧が進んでいます
浪江町・請戸漁港。津波で被災した荷捌き場の解体が終了し、更地になりました。

ここにはこれから新しい魚市場が建設される予定です。また、地盤沈下した護岸も

かさ上げして復旧が終わり、来年度までには漁船が寄港できるようになる見込みです

（魚市場の完成と合わせ、漁港全体の復旧完了は平成30年度中の予定）。

（7/22撮影）

現在、第一原発から20キロ圏外で試験

操業をしている請戸の漁師さんたちは、

漁場を10～20キロにも広げるべく、ま

もなく20キロ圏内の海中のガレキ撤去を

開始することになっています。

請戸港からまた荷揚げができるように

なる日を、みなが心待ちしています。

交流ルームひばり通信

ネイティブアメリカンフルート奏者のマーク・アキクサさんの演奏会が下記の通り開催さ

れます。

今回は、三条市下保内の淨福寺様よりご案内いただきました。

ぜひ、この機会にすてきな演奏をお聞きください。

と き ８ 月１６ 日

ところ 真宗大谷派三条別院 本堂

（三条市本町2丁目1-57）

火
午後6時30分開場

午後7時開演

午後8時30分終了

入場無料



市町村名 電話番号 以下の町は役場機能が移転しています。

南相馬市 0244-24-5232 浪江町:平石高田第二工業団地内

（二本松市北トロミ573番地）

双葉町:双葉町役場いわき事務所

（いわき市東田町2-19-4）

富岡町:郡山市大槻町西ノ宮48-5

浪江町 0243-62-0123

双葉町 0246-84-5200

富岡町 0120-33-6466

いわき市 0246-25-0500

郡山市 024-924-2491
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発行/三条市総務部政策推進課 三条市旭町二丁目３番１号
Tel 0256-34-5511

交流ルームひばり通信

８月の『ひばり』

問い合わせ 0256-33-8650

hibari_sanjo_nyh@yahoo.co.jp

[開館時間] 午前9時30分～午後3時

TEL

E-mail
交流ルーム ひばり（総合福祉センター内）

浜通り×さんじょうライフvol.26918

ひばり休み

ひばり休み
三条夏まつり
民謡踊り流し

ひばり
版画教室

ひばり休み

ひばり休み

ひばり休み

ひばり休み
浜通り配布

４日

２０日１９日１８日１7日１６日１５日１４日

ひばり休み
浜通り配布

ひばり
茶話会

ひばり休み

ひばり休み
ひばり休み
浜通り配布

山の日

ひばり休み

一時帰宅
(南相馬市)

親子キャンプ

１３日１２日11日１０日９日８日７日

親子キャンプ

６日５日
★版画教室 第2・4水曜日午前１０時～正午
★茶話会＆簡単な手芸教室

第1・3・5水曜日午前10時～午後２時

気軽に参加ください。

土金木水火月日

交流ルーム「ひばり」の夏季休暇は８月１１日(木)から16日(火)です。


